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The tidal flat deposit samples collected from 15 locations along the coast of Isahaya
Bay (Sensui Sea) , a branch of Ariake Bay, Nagasaki Prefecture, were measured on their
grain size and values of ignition loss. The DEAN's modified ignition loss method is here
used to determine the organic and carbonate carbon content in the tidal flat sediments.
Averages of value of ignition loss of organic matter and carbon-dioxide which were heated
at 550℃ and 850℃ in a muffle furnace for each one hour are 7.89% and 2.41% respecti-
vely. The result shows that there is a high correlation between the values of ignition loss
of organic matter and median diameter or mud content in the fine-grained sediments of
the tidal flat in Isahaya Bay.
1.はじめに
堆積物中に含まれる有機物量を迅速に知る方法として,古くから強熱減量(灼熱減量)の測定
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IGNITION LOSS AT 850'C '/. 
長崎県諌早湾の干潟堆積物の強熱減量 89
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第6図
lGNITION　LOSS　AT850。C
550℃と850℃における強熱減量（1時間）の相関
（○表層試料，●表層下試料）
　5500Cと8500Cにおける1時間の強熱減量の相互関係を第6図に示す。有機物量が6％以上を
含む部分は，含泥量60％以上の堆積物であるが，この範囲内では両者は逆相関である。砂質堆積
物においては，有機物量もCO2もともに含有量が少ない。このため，全体的には相関係数は0．11
となり・無相関に近い状態となっている。
6．む す　　ぴ
　有明海の支湾である諌早湾における干潟堆積物を15地点より採集し，粒度分析と強熱減量の測
定を行なった。　強熱減量はDEANの方法を用い，5500Cと8500Cにおいてそれぞれ1時間強熱
し，焼却する有機物量とCO2量を測定した。その結果，粒度組成の代表値とした含泥量と，有
機物の強熱減量との問には，高い正の相関を示すが，炭酸カルシウム含有量との間の相関は低
いo
90 鎌田泰彦・西岡幸一・木寺久美子
　有明海海底の沖積層に含まれる有機物については，市原・黒田（1964）が有機炭素と窒素量を
測定し，Org．C／N比が粒度組成と関係をもつことを明らかにしている。その研究の際，諌早湾
口の2本の海底ボーリングの表層をなす泥質堆積物中の有機炭素の含有量として，0．886％と0．791
％の値を得ている。強熱減量により求められた諌早湾の干潟上の泥質堆積物の表層における有機
物量は，6．57～11．79％の範囲にある。したがって，今後CHNアナライザーの使用によって正
確な有機炭素量や窒素量を測定し，強熱減量によって推定される有機物量との対比の検討を行な
う必要があろう。
　本研究を進めるに当り，現地における試料採取の際には，福岡市立月隈小学校の多田正伸君の
協力を得た。また，製図・浄書には本教室の吉岡優子さんの手をわずらわした。ここに記して厚
くお礼を申上げる。
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